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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 79,224 △20.4 234 △92.0 421 △87.5 231 △90.0
21年3月期第2四半期 99,511 ― 2,940 ― 3,379 ― 2,309 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 2.10 ―
21年3月期第2四半期 20.94 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 156,814 77,932 49.3 701.81
21年3月期 167,894 76,939 45.5 692.34

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  77,374百万円 21年3月期  76,335百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 7.50 ― 5.00 12.50
22年3月期 ― 3.75
22年3月期 

（予想）
― 3.75 7.50

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 170,000 △10.6 2,200 △50.6 2,800 △49.8 1,500 △54.5 13.61
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、4ページ 【定性的情報・財務諸表等】 4．その他（2）をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、4ページ 【定性的情報・財務諸表等】 4．その他（3）をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、3ページ 【定性的情報・財務諸表等】 3．連結業績予想に関する定性的情報 をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 112,391,530株 21年3月期  112,391,530株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  2,141,471株 21年3月期  2,133,951株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 110,253,119株 21年3月期第2四半期 110,282,959株
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当第２四半期連結累計期間の国内経済は、昨年からの国際的な金融危機による景気低迷が続く中で、景気対策効果

により一部に底打ちの兆候が見られました。しかし、企業収益が大幅に減少し、世界景気の下振れ懸念など先行き不

透明感が高い中で、企業の設備投資意欲には回復の兆しが見えないなど、当社グループを取り巻く環境は極めて厳し

い状況で推移いたしました。 

 このような状況のもと当社グループは、各事業における更なる成長を目指して、製品力・デザイン力により差別化

された新製品の投入と提案型販売を推進し、新しい市場の創造と新規顧客開拓に努めてまいりました。  

  

 オフィス環境事業については、企業の投資抑制・経費削減に加え総人員削減の動きも顕著となり、オフィスの移転

需要及びリニューアル需要はいずれも大きく減退いたしました。しかし一方で、企業の経費削減の一環として、オフ

ィスの効率化・コストダウンを目的としたオフィス需要は根強いものがあり、それに対して働き方の見直しと併せて

オフィスを「知的創造空間」へ転換する「クリエイティブ・オフィス」の提案を中心としたソリューション型ビジネ

スを積極的に展開し、オフィスの付加価値向上を推進してまいりました。また、教育施設や医療施設等の各種公共施

設への提案活動にも力を注いでまいりましたが、売上高は減少する結果となりました。 

 この結果、当事業の売上高は45,695百万円（前年同期比25.0%減）となりました。  

  

 商環境事業については、雇用・所得環境が厳しさを増す中、個人消費の伸び悩み、流通業の投資抑制、店舗の小型

化と引き続き厳しい事業環境で推移いたしました。そのような状況下、「食の安全・安心」、「エネルギー効率の向

上」、「ローコストオペレーション」をキーワードとした店舗のトータル提案、新規顧客開拓による売上拡大に努め

るとともに、新市場の開拓及び店舗保守サービス事業の展開と、事業領域の拡大、競争力の強化を推進してまいりま

した。  

 この結果、当事業の売上高は29,957百万円（前年同期比7.4%減）となりました。  

  

 物流機器事業他については、物流センター、生産工場等の施設に対して、ソリューション型提案営業を積極的に展

開してまいりました。しかし、当事業においても市場環境の悪化にともない新規投資を先延ばし・抑制する動きが増

加し、物件数が減少したことにより、売上高の減少を余儀なくされました。 

 この結果、当事業の売上高は3,571百万円（前年同期比42.6%減）となりました。  

  

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高79,224百万円（前年同期比20.4%減）、営業利益234百

万円（前年同期比92.0%減）、経常利益421百万円（前年同期比87.5%減）、四半期純利益231百万円（前年同期比90.0%

減）となりました。 
  

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は以下のとおりとなりました。  

 総資産については、前連結会計年度末に比べて11,079百万円減少し156,814百万円となりました。流動資産は現金及

び預金が増加する一方、売上債権が減少した結果11,054百万円減少し、固定資産は投資有価証券が増加する一方、有

形固定資産等が減少した結果25百万円減少いたしました。  

  負債については、仕入債務の減少などを主な要因として、前連結会計年度末に比べ12,072百万円減少し、78,881百

万円となりました。  

  純資産については、その他有価証券評価差額金の増加等により、77,932百万円となり、自己資本比率は49.3%となり

ました。  

  

 キャッシュ・フローの状況については以下のとおりとなりました。 

  営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費2,664百万円、売上債権の減少額14,197百万円等による増加と、

仕入債務の減少額11,720百万円、法人税等の支払額430百万円等による減少の結果、7,380百万円の資金増加（前年同

期は5,470百万円の増加）となりました。  

 投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の増減額850百万円、有形固定資産の取得1,203百万円等の支出に

より、2,258百万円の支出（前年同期は4,722百万円の支出）となりました。  

 財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の増減額627百万円等の支出と、配当金の支払額552百万円等の

支出により、1,212百万円の支出（前年同期は1,345百万円の支出）となりました。  

 これらの結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ3,922百万円増加

（前年同期は593百万円の減少）し、22,347百万円となりました。  
  

当第２四半期連結累計期間の業績は、前年同期と比較して売上高、営業利益、経常利益及び四半期純利益のいずれ

も減少しており、当社を取り巻く環境は今後も厳しい状況が続くと予想されますが、今後もより一層の売上の拡大、

生産性向上及びコスト削減に努めてまいります。 

従いまして、平成22年3月期の連結業績予想につきましては、平成21年7月31日に公表いたしました業績予想数値を

変更しておりません。 
  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報

㈱岡村製作所　(7994)　平成22年3月期　第２四半期決算短信

―　3　―



  

  固定資産の減価償却費の算定方法 
   定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に
  よっております。 
  

  

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関す

る会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年12月27日 企業会計基準第15号）及び「工事契約に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年12月27日 企業会計基準適用指針第18号）を当第１四半期連結

会計期間より適用し、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、進捗部分について成果の確実性が認

められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積は原価比例法）を、その他の工事については工事完

成基準を適用しております。  

 この変更にともなう損益に与える影響はありません。 
  

前第２四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました「固定資産除却損」（当第２四半期連結累

計期間60百万円）は、当第２四半期連結累計期間より「固定資産除売却損」に含めて表示しております。 
  

前第２四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました「固定資産除却損」（当第２四半期連結累

計期間60百万円）は、当第２四半期連結累計期間より「固定資産除売却損益（△は益）」に含めて表示して

おります。 

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
  該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 ① 簡便な会計処理

 ② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

  該当事項はありません。

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

① 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

② 表示方法の変更

  （四半期連結損益計算書関係）

  （四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）
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5．【四半期連結財務諸表】 
 (1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 24,877 19,488

受取手形及び売掛金 33,403 47,600

有価証券 122 172

商品及び製品 10,580 12,254

仕掛品 1,320 1,286

原材料及び貯蔵品 2,065 2,248

その他 2,401 2,815

貸倒引当金 △41 △82

流動資産合計 74,730 85,784

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 16,303 16,880

土地 22,717 22,771

その他（純額） 10,663 11,438

有形固定資産合計 49,683 51,090

無形固定資産   

のれん 1,654 1,783

その他 2,194 2,347

無形固定資産合計 3,848 4,130

投資その他の資産   

投資有価証券 18,396 16,120

その他 10,205 10,859

貸倒引当金 △50 △91

投資その他の資産合計 28,551 26,888

固定資産合計 82,084 82,109

資産合計 156,814 167,894

㈱岡村製作所　(7994)　平成22年3月期　第２四半期決算短信

―　5　―



(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 25,527 37,432

短期借入金 9,868 9,878

1年内返済予定の長期借入金 1,818 1,674

1年内償還予定の社債 － 5,000

未払法人税等 440 793

賞与引当金 1,759 1,535

その他 2,660 3,056

流動負債合計 42,074 59,370

固定負債   

社債 10,000 5,000

長期借入金 9,867 10,639

退職給付引当金 12,162 11,710

その他 4,777 4,233

固定負債合計 36,807 31,583

負債合計 78,881 90,954

純資産の部   

株主資本   

資本金 18,670 18,670

資本剰余金 16,759 16,759

利益剰余金 42,227 42,547

自己株式 △2,358 △2,354

株主資本合計 75,298 75,622

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,348 1,057

為替換算調整勘定 △272 △345

評価・換算差額等合計 2,076 712

少数株主持分 558 604

純資産合計 77,932 76,939

負債純資産合計 156,814 167,894
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 （2）【四半期連結損益計算書】 
     【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年９月30日) 

売上高 99,511 79,224

売上原価 68,905 54,284

売上総利益 30,605 24,939

販売費及び一般管理費 27,664 24,705

営業利益 2,940 234

営業外収益   

受取利息 33 16

受取配当金 254 163

持分法による投資利益 116 17

その他 406 523

営業外収益合計 810 721

営業外費用   

支払利息 253 319

その他 118 214

営業外費用合計 371 534

経常利益 3,379 421

特別利益   

投資有価証券売却益 73 －

貸倒引当金戻入額 － 43

賞与引当金戻入額 639 －

その他 3 1

特別利益合計 716 44

特別損失   

固定資産除却損 44 －

固定資産除売却損 － 80

減損損失 － 36

投資有価証券評価損 78 61

関係会社貸倒引当金繰入額 99 －

その他 17 3

特別損失合計 239 182

税金等調整前四半期純利益 3,855 283

法人税、住民税及び事業税 1,304 397

法人税等調整額 249 △299

法人税等合計 1,553 98

少数株主損失（△） △7 △46

四半期純利益 2,309 231
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 （3）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,855 283

減価償却費 2,901 2,664

固定資産除却損 44 －

固定資産除売却損益（△は益） － 80

持分法による投資損益（△は益） △116 △17

貸倒引当金の増減額（△は減少） 86 △81

賞与引当金の増減額（△は減少） △864 224

退職給付引当金の増減額（△は減少） 320 451

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △20 －

受取利息及び受取配当金 △287 △180

支払利息 253 319

投資有価証券売却損益（△は益） △64 －

投資有価証券評価損益（△は益） 78 61

売上債権の増減額（△は増加） 10,909 14,197

たな卸資産の増減額（△は増加） 624 1,823

仕入債務の増減額（△は減少） △9,587 △11,720

その他 △740 △192

小計 7,395 7,914

利息及び配当金の受取額 318 195

利息の支払額 △255 △299

法人税等の支払額 △1,987 △430

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,470 7,380

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △469 △1,897

定期預金の払戻による収入 518 1,046

有形固定資産の取得による支出 △3,266 △1,203

無形固定資産の取得による支出 △114 △236

投資有価証券の取得による支出 △13 △130

投資有価証券の売却及び償還による収入 1,194 74

子会社株式の取得による支出 △2,089 －

その他 △483 87

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,722 △2,258
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 288 △10

長期借入れによる収入 － 600

長期借入金の返済による支出 △766 △1,227

社債の発行による収入 － 5,000

社債の償還による支出 － △5,000

自己株式の取得による支出 △11 △2

配当金の支払額 △828 △552

少数株主への配当金の支払額 △24 －

その他 △2 △18

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,345 △1,212

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 13

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △593 3,922

現金及び現金同等物の期首残高 19,496 18,425

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,902 22,347

㈱岡村製作所　(7994)　平成22年3月期　第２四半期決算短信

―　9　―



 
 前第２四半期連結累計期間（自 平成20年4月1日 至 平成20年9月30日） 
  該当事項はありません。 

 
 当第２四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年9月30日） 
  該当事項はありません。 

  

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年4月1日 至 平成20年9月30日） 

 
(注) １ 事業区分の方法 

連結会社の事業活動における製品（役務提供を含む）の種類・性質及び販売市場等の類似性を勘案して区分
しております。 

２ 各事業区分の主要製品 

 
３ 当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年7月5

日 企業会計基準第9号）を適用しております。この変更にともない、従来と同一の方法によった場合に比
べ、当第２四半期連結累計期間における営業利益は、「オフィス環境事業」が239百万円、「商環境事業」
が48百万円それぞれ減少し、営業損失は、「物流機器事業他」が35百万円増加しております。 

  
当第２四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年9月30日） 

 
(注) １ 事業区分の方法 

連結会社の事業活動における製品（役務提供を含む）の種類・性質及び販売市場等の類似性を勘案して区分
しております。 

２ 各事業区分の主要製品 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

オフィス環境
事 業

商環境
事 業

物流機器
事業他

合 計
消去又は 
全 社

連 結

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

60,945 32,341 6,224 99,511 ― 99,511

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― （―） ―

計 60,945 32,341 6,224 99,511 （―） 99,511

営業利益又は営業損失（△) 2,203 987 △249 2,940 （―） 2,940

事業区分 主要製品

オフィス環境事業
オフィス家具、公共施設用家具、各種間仕切、研究施設用家具、
セキュリティ製品、SOHO家具

商環境事業 店舗用商品陳列棚、冷凍・冷蔵ショーケース、店舗カウンター

物流機器事業他
工場・倉庫用物品保管棚、物流自動機器・装置、産業車両・建設
機器用流体変速機、不動産賃貸、保険

オフィス環境
事 業

商環境
事 業

物流機器
事業他

合 計
消去又は 
全 社

連 結

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

45,695 29,957 3,571 79,224 ― 79,224

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― （―） ―

計 45,695 29,957 3,571 79,224 （―） 79,224

営業利益又は営業損失（△) 263 352 △381 234 （―） 234

事業区分 主要製品

オフィス環境事業
オフィス家具、公共施設用家具、各種間仕切、研究施設用家具、
セキュリティ製品、SOHO家具

商環境事業 店舗用商品陳列棚、冷凍・冷蔵ショーケース、店舗カウンター

物流機器事業他
工場・倉庫用物品保管棚、物流自動機器・装置、産業車両・建設
機器用流体変速機、不動産賃貸、保険
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前第２四半期連結累計期間（自 平成20年4月1日 至 平成20年9月30日） 
全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。 
  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年9月30日） 
全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。 
  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年4月1日 至 平成20年9月30日） 
海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  
当第２四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年9月30日） 

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 
  

 
 前第２四半期連結累計期間（自 平成20年4月1日 至 平成20年9月30日） 
  該当事項はありません。 

 
 当第２四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年9月30日） 
  該当事項はありません。 

  

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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